
私たちの手で支えあいの地域をつくる

▽高齢者支援係（☎２２３局３５３６）　

（文：芦屋町社会福祉協議会）

活動が広がるあしや助けあい・支えあいの会
－あしたの会コーディネーターからの報告－
　あしたの会が、本格的なサポートを始め、６カ月が経過しました。
　この６カ月の間に、少しずつですが町民の皆さんに会の活動が認
知されはじめ、徐々に相談や依頼が増えています。
　サポートの依頼は、あしたの会事務局に連絡があると、コーディ
ネーターが相談者の自宅を訪問し、相談を聞いた上でサポート内容、
時間、訪問日を決めていきます。現在は、一人暮らしの高齢者から
の依頼が多く、次のようなサポートを提供してきました。

　ごみ出しは１回のサポートが 10分、自宅の中でのサポートは、２人組で 30分～ 60 分の内容で対応
しました。サポートは介護保険制度では対応がむずかしいものが多く、利用会員には大変喜ばれました。
　サポートを行う協力会員による会議も行われ、会にどのような相談が寄せられているのか、どのよう
なサポートが必要なのかを共有しています。また、介護の専門職も加わることで、ちょっとしたアドバ
イスをもらうなど、多くの人が会の活動に携わり、活動も盛り上がってきています。
　あしたの会は、高齢者や障がい者などちょっとした困り事を抱える人が、少しでも地域で住みやすく、
いつまでも暮らしてもらいたいという趣旨で活動しています。
　活動に興味がある人や介護保険などでは対応できなかったり、身近に頼れる人がいなかったりなどの
困りごとを抱えている人は、まずは、電話で相談をしてみませんか。

■年会費　５００円（利用会員・協力会員・両方でも）
◦利用会員　利用料＝10分１００円（一人あたり）
※�日頃のちょっとした困りごとなど相談してください。
◦�協力会員　活動した時＝10分１００円のサポート料を支払います。
※�サポートは、30分程度の簡単なサポートで、どなたでもできる軽作業が主なものです。
◦�賛助会員　一口５００円　
※�会の活動に賛同いただける人や団体が対象です。口数の制限はありません。

▽問い合わせ　あしたの会事務局（福祉会館内）（☎２２２局２８６６）

■�定期的なごみ出し

■�庭の草取り■�大型ごみの運び出し■�年末に向けてのレンジ周りや棚の掃除

■�夏物衣料の衣替え ■�安否確認を兼ねた話し相手

山鹿地区でのごみ出し
利用者の自宅からごみステーショ
ンまで運びます

あしたの会では会員を募集しています
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
診

■
健
康
診
査

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重

症
化
の
予
防
な
ど
を
目
的
と
し
た
健
康

診
査
を
行
い
ま
す
。
被
保
険
者
に
は
４
月

下
旬
に
受
診
票
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
実

施
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
実
施
医
療
機
関
が
分
か
ら

な
い
と
き
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�
今
年
度
か
ら
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病

や
高
血
圧
症
な
ど
）
の
治
療
を
受
け

て
い
る
人
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
、
受

診
票
、
５
０
０
円

■
歯
科
健
診

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎
な
ど
の

疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、
歯
科
健
診
を

行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に

受
診
券
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
同
封
の

歯
科
健
診
実
施
医
療
機
関
に
予
約
の
う

え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
例
外
と
し
て
、
令
和
２
年
12

月
ま
で
に
限
り
、
77
歳
以
上
に
な
る
被

保
険
者
で
歯
科
健
診
を
希
望
す
る
人
も

受
診
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
昨
年
度
受

診
し
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　

平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和

２
年
３
月
31
日
に
76
歳
に
な
る
被
保

険
者
（
長
期
入
院
、
施
設
入
所
な
ど

を
除
く
）

▽�

受
診
期
間　

6
月
1
日
土
～
12
月
31

日
火

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
、
受

診
券
、
３
０
０
円
（
受
診
料
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
局
３

１
１
１
）

認
知
症
介
護
者
の
集
い

　

認
知
症
の
人
の
介
護
は
戸
惑
い
が
多

く
、「
今
の
介
護
の
仕
方
で
い
い
の
か
不

安
」「
自
分
の
し
た
い
こ
と
が
で
き
な
い
」

「
い
ら
立
つ
気
持
ち
が
抑
え
ら
れ
な
い
」

な
ど
介
護
を
し
た
人
に
し
か
わ
か
ら
な

い
気
持
ち
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
同
じ

経
験
を
持
つ
皆
さ
ん
が
集
ま
る
こ
と
で
、

介
護
の
不
安
解
消
や
負
担
が
少
し
で
も

軽
く
な
り
、
よ
り
よ
い
介
護
が
で
き
る

よ
う
に
認
知
症
介
護
者
の
集
い
を
行
い

ま
す
。

▽�

と
き　

５
月
30
日
木
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階
会
議
室

▽�

対
象　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い

る
人
と
介
護
し
て
い
た
人

▽�

内
容　

座
談
会
を
中
心
と
し
た
情
報

交
換
・
知
識
の
習
得

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

10
人

▽�

申
し
込
み　

５
月
24
日
金
ま
で
に
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３

６
）
へ

※
筆
記
用
具
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

今
後
の
開
催
予
定
は
８
月
・
11
月
・

２
月
で
す
。

脳
い
き
い
き
教
室

～
認
知
症
予
防
教
室
～

　

認
知
症
は
だ
れ
も
が
な
り
得
る
身
近

な
病
気
で
、
そ
の
予
防
は
症
状
が
出
る

前
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

教
室
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
ゲ

ー
ム
や
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
一
緒
に
行
い
、
楽
し
み
な
が
ら
脳

を
活
性
化
し
ま
す
。

▽�

と
き　

６
月
４
日
～
７
月
９
日
・
午

前
10
時
～
11
時
30
分
、
毎
週
火
曜
日
、

（
全
６
回
）

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
中
央
公
民
館
２
階
会

議
室

▽�

対
象　

65
歳
以
上
で
こ
の
教
室
に
初

め
て
参
加
す
る
人

▽
定
員　

24
人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽�

申
し
込
み　

５
月
31
日
金
ま
で
に
、

高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

３
６
）
へ

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

健
康
・
福
祉
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●
地
上
防
除

▽
と
き　

５
月
17
日
金
・
午
前
４
時
30
分

ご
ろ
～
午
後
２
時
30
分
ご
ろ

▽
防
除
区
域　

①
夏
井
ヶ
浜
は
ま
ゆ
う
公

園　

②
洞
山
・
堂
山　

③
魚
見
公
園
・

マ
リ
ン
テ
ラ
ス
芦
屋
・
梅
林
公
園　

④

白
浜
保
安
林
・
芦
屋
海
浜
公
園
・
浄
化

セ
ン
タ
ー
周
辺
・
芦
屋
小
学
校
内　

⑤

鶴
松
墓
地
・
鶴
松
保
安
林
・
浜
口
県
営

住
宅
周
辺
・
芦
屋
東
小
学
校
内
・
高
浜

町
営
住
宅
・
緑
ヶ
丘
町
営
住
宅
・
芦
屋

東
公
民
館
周
辺
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
周
辺
（
図
の
太
枠
内
参
照
）

▽
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
係
（
☎
２
２

　

３
局
３
５
４
４
）

●
航
空
防
除

▽
と
き　

５
月
16
日
木
・
午
前
５
時
～
８

時
30
分
ご
ろ

▽
防
除
区
域　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
内

▽�

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

教
務
課
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１
）

●
注
意
点
（
地
上
防
除
・
航
空
防
除
共
通
）

◎
防
除
当
日
は
、
松
の
木
の
周
辺
や
空
き
地

に
車
な
ど
を
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
安
全
性
の
高
い
薬
剤
を
使
用
し
て
い
ま

す
が
、
飲
食
物
や
洗
濯
物
、
鳥
か
ご
な

ど
に
薬
剤
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
家
の

中
に
入
れ
、窓
は
締
め
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
雨
天
な
ど
の
場
合
は
、
翌
日
以
降
に
延

期
し
ま
す
。

 

芦
屋
町
の
松
を
守
る
た
め
、
松
く
い
虫
防
除
を
行
い
ま
す

④⑤ ③ ①②

　軽自動車税は、４月１日現在にバイクや軽四
輪を所有している人に課税されます。納税通知
書を所有者に送付しましたので、確認してくだ
さい。
　なお、平成 28 年度から原付バイクや平成 17
年 12 月 31 日以前に最初の新規検査をした車両
（自動車検査証に記載されている初度検査年月が
「平成 17 年」以前）などの税額が変更されてい
ます。税額や納税通知書が届いていないなど不
明な点がありましたら連絡してください。
　納付期限は５月 31日金です。口座振替の場合
は、５月 27日月に引き落としされます。
○軽自動車税の減免
　障がい者本人や生計を一緒にする人が、軽自
動車を障がい者の通院などに使用する場合は、
軽自動車税が減免されます。
　なお、28年度からマイナンバー制度の利用開
始により、軽自動車税の減免申請書にマイナン
バー（個人番号または法人番号）の記載が必要
になりました。マイナンバーが記載された書類
を提出する際は、本人のマイナンバーと身元の
確認が必要になりますので注意してください。
※一度申請した車両でも、毎年申請が必要です。

※�障がいの程度によって減免できない場合もあ
ります。

▽申請期限　５月 31日金まで

▽ 必要書類　①軽自動車税減免申請書（税務課
にあります）②軽自動車税納税通知書　③身
体障害者手帳　④減免申請車両を運転する人
の運転免許証　⑤納税義務者の印鑑　⑥納税
義務者のマイナンバーがわかるもの
　具体的には次の書類が必要です。

※マイナンバーカードを提示すれば、本人のマ
イナンバーの確認と本人の身元確認がカード
１枚でできます。
※代理人が申請する場合は、委任者のマイナン
バーの確認と代理人の身元の確認とともに委
任状などが必要です。

本人のマイナ
ンバーの確認

通知カード、またはマイナンバ
ーが記載された住民票

本人の身元確認

運転免許証などの顔写真つき公
的身分証明書 1点
※顔写真なしの書類は 2点
　（健康保険証、年金手帳など）

軽自動車税の納税通知書は届きましたか

▽問い合わせ　課税係（☎２２３局３５３４）

広報あしや　2019.5.1 ㉒



自
動
車
税
の
納
付
期
限
は

５
月
31
日
金
で
す

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
自
動
車
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

県
税
事
務
所
、
銀
行
、
郵
便

局
な
ど
で
納
付
が
で
き
る
ほ
か
、

指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
納
付
（
手
数
料
は
不
要
）

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
（
手

数
料
３
２
４
円
が
必
要
）
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
決
済

サ
ー
ビ
ス
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
を
利

用
し
た
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
手
数
料
は
不
要
）。

　

住
所
変
更
な
ど
で
納
税
通
知
書
が
届

か
な
い
と
き
は
、
県
税
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
を
買
い
替
え
た
人
で
、
下
取

り
な
ど
に
出
し
た
車
の
納
税
通
知
書
が

届
い
た
場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に
抹
消

ま
た
は
移
転
の
登
録
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
手
続
き
を
依

頼
し
た
販
売
会
社
な
ど
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
北
九
州
西
県

税
事
務
所
（
☎
６
６
２
局
９
３
１
２
）

あ
し
や
砂
像
展
２
０
１
９
の

実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
募
集

　

今
年
度
も
あ
し
や

砂
像
展
を
行
う
予
定

で
す
。
こ
の
あ
し
や

砂
像
展
の
推
進
・
運

営
組
織
と
な
る
実
行

委
員
会
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

▽�

主
な
作
業
内
容　

あ
し
や
砂
像
展
２

０
１
９
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
、
広
報
宣
伝
活
動
な
ど

※�
実
際
の
活
動
や
会
議
は
、
平
日
や
昼

夜
を
問
わ
ず
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▽
募
集
人
数　

10
人
程
度

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
面
接
の
上

決
定
し
ま
す
。

▽�

募
集
期
間　

５
月
１
日
水
～
17
日
金

ま
で

▽�

応
募
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
必

要
事
項
を
入
力
す
る
か
、
申
込
書
を

郵
送
（
〒
８
０
７
‐
０
１
９
８
あ
し

や
砂
像
展
実
行
委
員
会
事
務
局
）、
メ

ー
ル
（kanko@

tow
n.ashiya.lg.jp

）

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
☎
２
２
３
局
３

９
２
７
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

役
場
産
業
観
光
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

▽�

結
果
発
表　

決
定
者
に
は
、
あ
し
や

砂
像
展
実
行
委
員
会
事
務
局
よ
り
連

絡
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
係
内
あ
し

や
砂
像
展
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎

２
２
３
局
３
５
４
２
）

 

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

 

撤
去
費
を
一
部
補
助
し
ま
す

　

地
震
な
ど
に
よ
り
倒

壊
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
が
、
人
命
に
危
険
を

及
ぼ
し
た
り
、
緊
急
車

両
の
通
行
を
妨
げ
た
り

す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、撤
去
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

▽�

申
請
　
補
助
を
受
け
る
に
は
、事
前
に

町
と
の
協
議
が
必
要
で
す
。申
請
前
に

工
事
の
着
工
を
行
っ
た
場
合
は
補
助

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

補
助
対
象
期
限
　
令
和
３
年
３
月
31

日
水

※�

工
事
は
申
請
年
度
の
２
月
末
日
ま
で

に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽�

補
助
対
象
物
　
町
内
に
存
在
す
る
道

路
に
面
す
る
高
さ
が
１
ｍ
以
上
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど

▽�
補
助
対
象
者　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

撤
去
を
行
う
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

▽�

補
助
対
象
工
事　

補
助
対
象
と
な
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
全
部
撤
去
ま
た

は
高
さ
１
・
２
ｍ
以
下
に
す
る
工
事

▽�

補
助
額　

補
助
対
象
工
事
に
係
る
費

用
の
２
分
の
１
（
上
限
10
万
９
千
円
）

※�

補
助
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
企

画
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

企
画
係
（
☎
２
２
３
局

３
５
７
０
）

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

犬
の
し
つ
け
方
で
知
り
た
い
こ
と
、

困
っ
て
い
る
こ
と
の
対
処
法
を
講
習
と

実
技
を
通
じ
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

①
６
月
５
日
・
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

②
６
月
12
日　

③
６

月
19
日　

④
６
月
26
日
・
②
③
④
い
ず

れ
も
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分（
全

4
回
・
水
曜
日
）

▽�

と
こ
ろ　

①
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
遠
賀
分
庁
舎（
水
巻
町
吉
田

西
）、
②
③
④
遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里

屋
内
運
動
場
（
遠
賀
町
浅
木
）

▽�

内
容　

①
講
義
（
犬
の
同
伴
不
可
）、

②
③
④
実
技
（
犬
の
同
伴
可
）

▽�

受
講
料　

１
０
０
０
円

▽�

定
員　

10
組（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
、
未
受
講
者
優
先
）

▽�

参
加
条
件　

畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防

注
射
済
で
健
康
で
あ
る
こ
と（
4
カ
月

齢
以
上
）

▽�

申
し
込
み　

５
月
24
日
金
ま
で
に
宗

像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（�

☎

〈
０
９
４
０
〉
４
７
局
０
３
４
４
）
へ

お
し
ら
せ
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行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

行
政
相
談
は
、
暮
ら
し

の
中
の
行
政
全
般
に
関
す

る
苦
情
や
要
望
な
ど
を
皆

さ
ん
か
ら
聞
き
、
そ
の
声

を
行
政
の
改
善
に
役
立
て
る
制
度
で
す
。

▽�

と
き　

毎
月
第
２
水
曜
日
、
午
後
１

時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階
会
議
室

▽�

問
い
合
わ
せ　

行
政
相
談
員
＝
今
村

智

（
☎
２
２
３
局
２
６
７
４
）

人
権
生
活
相
談
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎
５
月
９
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

５
月
30
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
東
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
・
就
職
・
進
学
相
談
な
ど

※�

定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

日
本
赤
十
字
募
金
に
ご
協
力
を

　

国
内
外
で
発
生
し
た
自
然
災
害
支
援

活
動
や
救
援
物
資
活
動
な
ど
を
支
え
て

い
く
た
め
、
今
年
度
も
全
国
一
斉
に
赤

十
字
募
金
の
募
集
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

赤
十
字
運
動
を
資
金
面
で
支
え
る
た
め
、

自
治
区
な
ど
を
通
じ
て
皆
さ
ん
か
ら
の

募
金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

▽�
募
金
の
期
間　

５
月
14
日
火
～
６
月

21
日
金

▽�
募
金
方
法　

自
治
区
の
区
長
や
組
長

が
各
家
庭
を
訪
問
し
て
呼
び
か
け

る
募
金
、
役
場
１
階
の
総
合
案
内
に

設
置
し
た
募
金
箱
へ
の
募
金

▽�
問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

更
生
保
護
募
金
に
ご
協
力
を

　

法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
保
護
司

の
主
な
活
動
は
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

改
善
・
更
生
を
助
け
、
再
犯
を
防
止
す

る
こ
と
や
、
犯
罪
・
非
行
の
予
防
な
ど
に

関
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
保
護
司
の
活
動

費
は
皆
さ
ん
の
浄
財
や
保
護
司
が
納
め

る
会
費
な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
保
護
司
の
活
動
を
支
え
る
た
め
、
今

年
度
も
自
治
区
な
ど
を
通
じ
て
募
金
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

▽��

募
金
の
期
間　

5
月
14
日
火
～
7
月

19
日
金

▽
募
金
方
法　

自
治
区
の
区
長
や
組
長

が
各
家
庭
を
訪
問
し
て
呼
び
か
け
る

募
金
、
ま
た
は
役
場
1
階
総
合
案
内

に
設
置
し
た
募
金
箱
へ
の
募
金

▽�

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

▽�

と
き　

５
月
15
日
水
午
前
11
時
ご
ろ

▽�

内
容　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
活
用
し
た
全

国
一
斉
の
情
報
伝
達
訓
練

　

芦
屋
町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ

る
訓
練
放
送
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
が

流
れ
ま
す
の
で
、
実
際
の
災
害
と
間
違

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

庶
務
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
２
）

中
央
公
民
館
講
座

～
歴
史
講
座
「
激
動
の
昭
和
史
①
」
～

　

間
も
な
く
、
昭
和

１
０
０
年
。
現
代
の

私
た
ち
の
生
活
の
基

盤
で
あ
る
昭
和
。
激

動
の
時
代
と
も
言
え

る
昭
和
史
を
２
回
連

続
講
座
で
振
り
返
り

ま
す
。
第
１
回
は
世
界
恐
慌
か
ら
幕
が

開
き
、
軍
部
が
政
治
に
介
入
し
て
戦
争

へ
突
入
、
敗
戦
ま
で
の
軌
跡
を
史
実
を

も
と
に
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

▽�

と
き
　
５
月
18
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午
（
第
２
回
は
６
月
15
日
土
）

▽�

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

▽�

講
師
　
一
坂
太
郎
さ
ん
（
萩
博
物
館
特

別
学
芸
員
）

▽�

申
し
込
み
　
中
央
公
民
館
（
☎
２
２

２
局
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

化
石
探
険
と
磯
遊
び

～
春
の
探
検
～

　

山
鹿
の
海
岸
は
化
石
の

宝
庫
で
す
。
家
族
で
探
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き
　
５
月
18
日
土
・

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
（
雨
天

中
止
）

▽�

と
こ
ろ
　
堂
山
、
洞
山
周
辺
（
集
合

は
芦
屋
歴
史
の
里
）

※�

小
学
4
年
生
以
下
の
参
加
は
保
護
者

同
伴

▽
定
員
　
50
人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費
　
１
０
０
円
（
資
料
代
）

▽�

申
し
込
み
　
５
月
５
日
日
～
12
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
芦
屋
歴
史

の
里
（
☎
２
２
２
局
２
５
５
５
）
へ

※
７
日
火
は
休
館
で
す
。

福
岡
県
肢
体
不
自
由
児

療
育
キ
ャ
ン
プ
事
業
　

　

県
内
の
肢
体
不
自
由
児
と
進
行
性
筋

お
し
ら
せ
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紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
七
十
六

萎
縮
症
児
を
対
象
に
、
自
然
環
境
の
中

で
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
行
い
、
心
身
の
療

育
効
果
を
上
げ
、
将
来
自
立
の
道
を
開

く
た
め
療
育
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
す
。

▽
内
容
　
①
進
行
性
筋
萎
縮
性
児
の
キ

ャ
ン
プ
（
県
内
の
進
行
性
筋
萎
縮
性
児

と
保
護
者
対
象
）

○�

と
き
　
７
月
20
日
土
～
21
日
日
（
１

泊
２
日
）

○�

と
こ
ろ
　
福
岡
市
海
の
中
道
青
少
年
海

の
家
（
福
岡
市
東
区
）

○
定
員
　
25
人

②�

海
の
キ
ャ
ン
プ
（
県
内
の
小
学
校
３

年
生
～
中
学
校
３
年
生
の
在
宅
肢
体

不
自
由
児
対
象
）

○�

と
き
　
８
月
10
日
土
～
12
日
月
（
２

泊
３
日
）

○�

と
こ
ろ
　
福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家

「
玄
海
の
家
」（
宗
像
市
）

○
定
員
　
50
人

③�

山
の
キ
ャ
ン
プ
（
県
内
の
小
学
校
３

年
生
～
中
学
校
３
年
生
の
在
宅
肢
体

不
自
由
児
対
象
）

○�

と
き
　
８
月
25
日
日
～
27
日
火
（
２

泊
３
日
）

○
と
こ
ろ
　
や
す
ら
ぎ
荘
（
筑
前
町
）

○
定
員　

30
人

▽�

申
し
込
み
　
５
月
７
日
火
～
24
日
金

ま
で

▽�

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
肢
体
不
自
由

児
協
会
（
☎
〈
０
９
２
〉
５
８
４
局

５
７
２
３
）

　
遠
賀
川
物
語
①

川
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て�

　

芦
屋
の
歴
史
を
決
定
づ
け
た
も
っ
と

も
大
き
な
点
は
、
遠
賀
川
の
河
口
に
生
ま

れ
た
町
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
芦
屋
の
歴
史
を
辿た
ど

る
に
あ
た
り
、
悠

久
に
流
れ
下
る
大
河
、
遠
賀
川
を
探
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

遠
賀
川
は
福
岡
県
の
筑
豊
地
方
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
市
町
村
を
通
り
、
芦
屋
町
か

ら
響
灘
に
注
ぐ
一
級
河
川
で
す
。
流
域
面

積
は
１
０
２
６
㎢
。
長
さ
は
61
㎞
で
、
源

流
は
福
岡
県
嘉
麻
市
馬
見
山
に
あ
り
ま

す
。
流
域
の
市
町
村
は
７
市
14
町
１
村
あ

り
ま
す
。
そ
の
人
口
は
約
63
万
人
で
、
流

域
内
の
人
口
密
度
は
高
く
、
約
６
２
０
人

／
㎢
で
す
。
こ
れ
は
九
州
内
の
一
級
河
川

の
中
で
は
第
一
位
で
、
川
と
人
と
の
密
接

度
の
高
い
地
域
で
あ
る
事
を
示
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
古
く
か
ら
遠
賀
川
は
、
治

水
・
利
水
・
環
境
面
に
お
い
て
、
地
域
で

重
要
な
役
割
を
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
福
岡
県
北
部
と
筑
豊
地
方
の
社
会
・

経
済
・
文
化
の
基
盤
を
な
す
と
と
も
に
、

古
来
か
ら
の
稲
作
文
化
や
日
本
の
近
代

化
を
支
え
た
石
炭
産
業
な
ど
、
人
々
の
生

活
、
文
化
と
深
い
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い

ま
す
。

太
古
の
遠
賀
川

　

遠
賀
川
の
周
囲
に

は
、高
さ
９
０
０
～
１

０
０
０
ｍ
の
山
地
が

連
な
っ
て
お
り
流
域

の
境
を
つ
く
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

山
地
は
地
殻
変
動
に

よ
っ
て
、中
生
代
後
半

（
約
１
億
年
前
）
に
長

い
期
間
を
か
け
て
隆

起
し
て
で
き
た
山
地
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
新
生
代
古
第
三
紀
（
約
４

０
０
０
万
年
前
）
に
一
部
が
沈
降
し
て
海

水
が
入
り
海
と
な
り
、
そ
の
後
ま
た
隆
起

し
て
、
そ
の
時
に
遠
賀
川
流
域
に
大
森
林

地
帯
が
出
現
し
ま
し
た
。
や
が
て
、
そ
の

大
森
林
地
帯
は
埋
没
し
て
筑
豊
炭
田
の

石
炭
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１
０
０
～

60
万
年
前
ま
で
に
は
、
こ
の
地
域
で
一
番

高
い
英
彦
山
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
後

は
、
氷
河
期
と
間
氷
期
が
繰
り
返
さ
れ
、

現
在
の
遠
賀
川
の
流
れ
や
地
形
の
大
部

分
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
万
年
ほ
ど
前
に
氷
河
期
が
終
わ
り
、

縄
文
海
進
と
よ
ば
れ
る
海
面
の
上
昇
が

は
じ
ま
り
、
川
沿
い
に
海
水
の
侵
入
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
河
口
か
ら
数
キ
ロ
上
流

ま
で
が
湾
と
な
り
、
今
の
直
方
市
の
辺
り

ま
で
広
が
る
古
遠
賀
湾
と
呼
ば
れ
る
入

り
海
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
岸

辺
に
は
多
く
の
貝
塚
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
代
表
的
遺
跡
が
芦
屋
の
山
鹿
貝

塚
で
す
。

　

２
０
０
０
年
ほ
ど
前
に
は
河
川
氾
濫

に
よ
り
土
砂
が
溜
ま
り
、
平
野
が
形
成

さ
れ
、
水
稲
栽
培
に
適
し
た
湿
地
が
広
が

り
、
弥
生
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。
水
巻

町
の
立
屋
敷
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
遠
賀

川
式
土
器
は
、
初
期
の
弥
生
土
器
の
指
標

と
し
て
有
名
で
す
。
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」
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